
五、単元構想図
ア 「三角ロジック」を用いて、考えと根拠が適切に結び付いているかを考えながら話したり、聞いたりすることができる。

（小）第３学年及び第４学年

学習前の生徒の意識

　目的に向かって司会を立て、立場を明らかにして共通点や相違点を考えながら話し合う経験はある。しかし、意見を出し合うことはできても、それぞれの意見を結び付けてまとめていくことには苦手意識があり、話し合った全員が納得いく結論を出せたという時間はあまりない。どのようにす
れば全員が納得できる結論にたどり着くことができるだろう。

Ａ（１）オ　互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い、考えを広げたりまとめたりすること。

Ａ（１）オ　目的や進め方を確認し、司会などの役割を果たしながら話し合い、互いの意見の共通点や相違点に着目して、考えをまとめること。
（小）第５学年及び第６学年

これまで身に付けてきた本単元に関わる力

単元名

教材名
指導領域・時間

論点を捉える

話題や方向を捉えて話し合おう　グループ・ディスカッションをする
Ａ　（話すこと・聞くこと）　合計５時間

今後身に付けていく本単元に関わる力

目的 相手 場面・状況

　朝学活・夕学活の班会議や学活のときに生かせそうだ。朝学活・夕学活は時間が短いけれど、話し合いたいことはたくさんある。この単元で身に付けた力を生かして、短時間でも内容の濃い話し合いができたら、班や学級がよくなると思う。学級のことだけではなく、他の教科や委員会のと
きにも使えるかもしれない。もし、そのような機会があったら提案していきたい。

　「よい話し合いにするための三か条」を決めるための話し
合いをすることを通して、話し合い方を互いに評価する中
で、自分が本単元で付けたい力を自覚し、それを適切に設
定することができる。

（中）第２学年

学習後の生徒の意識

2

ねらい

全員が納得できる
結論に辿り着ける
ような話し合う力
を身に付ける。

学級の
仲間

四人の小集
団で意見を
出し合い、合
意形成に向
けて話し合
う。

話題や方向を捉え
ながら話し合い、
互いの意見を結び
付けて考えをまと
めることができる。

　自他の話の内容について、考えと根拠が適切に結び付
いているかを考えて、他者の意見を理解したり、自分の意
見を述べたりすることが重要であることを理解している。

評価規準

　過去にどのような話し合いを行ったかを挙げ、どのような
ことによさや難しさを感じたかを考えることを通して、目的や
相手に応じた話し合い方の力を付けていくことが重要であ
ると理解することができる。

ねらい

異なる考えを比較し、曖昧な点について質問したり確かめたりしながら互いの考えを結び付けて,自分やグループの考えをまとめる
ことができる。

学びに向かう力、人間性等 話し合う力を自覚して使いながら話し合いの質を向上させ、実生活で話し合いを効果的に取り入れようとする。

思考力、判断力、表現力等 オ

評価

1

評価規準

・ピラミッドチャート（考え・根拠・事実）

方法

グルー
プ・ディス
カッション

単元における五つの言語意識

・言葉の技

3

ねらい

　「学年ミニ体育祭を実現させるために決めておくことは何
か」という話題でグループ・ディスカッションを行うことを通
して、目的に沿って、展開に応じて自分の考えや他者の考え
を結び付けて話し合い、自分やグループの考えをまとめるこ
とができる。

評価規準

　全員が納得のいく結論に辿りつくようにまとめていくとい
う視点で互いの話し合いを振り返り、今後改善していくとよ
い問題点を見つけている。

【思・判・表】
A（１）オ

【知・技】
情報（2）ア

【思・判・表】
A（１）ア

　何のために、誰を対象に、どのような状況で話し合いをす
るのかを考え、設定した話題や検討した内容がそれらに
合っているのかを判断することが重要であると考えている。

・座標軸（視点を自分で設定）　・言葉の技

自分の考えをもつ

話し合い

学習活動の
軸となる手立て

自分の考えをもつ

話し合い

・ピラミッドチャート（考え・根拠・事実）

・座標軸（設定された視点）　・言葉の技

4

ねらい

　「そもそも体育祭は何のために行うのか」という話題でグ
ループ・ディスカッションを行うことを通して、目的に沿って、
展開に応じて自分の考えや他者の考えを結び付けて話し合
い、自分やグループの考えをまとめることができる。

評価規準

　全員が納得のいく結論に辿りつくようにまとめていく上
で、設定された座標軸で共通点と相違点を明らかにしなが
ら話し合っている。

【思・判・表】
A（１）オ

学習活動の
軸となる手立て

自分の考えをもつ

話し合い

情報（２）

Ａ（１）　話すこと・聞くこと

言
葉
の
技

・話し合いの目的を明確にする。
・大きな一致点を探す気持ちで取り組む。
・曖昧な点を質問したり、確かめたりする。
・「根拠」から共通点と相違点を探す。
・話をまとめる。

よ

い

話

し

合

い

に

す

る

た

め

の

三

か

条

一、最初から多数決に頼らない。
一、「誰が」ではなく、「何を」発言したのかで議論する。
一、相手の意見を受け止める。

Ａ（１）オ　互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、結論を導くために考えをまとめること。

知識・技能

5

本
時

ねらい

　「学年ミニ体育祭をするなら何の種目がよいか」という話
題でグループ・ディスカッションを行うことを通して、目的
に沿って、展開に応じて自分の考えや他者の考えを結び
付けて話し合い、自分やグループの考えをまとめ、どのよ
うに実生活に生かすことができるかを考えることができる。

評価規準

　全員が納得のいく結論に辿りつくために、自分の発言と
他者の発言とを結び付けたり、他者同士の発言を結び付
けたりして、自分やグループの考えをまとめている。

【思・判・表】
A（１）オ

学習活動の
軸となる手立て

・ピラミッドチャート（考え・根拠・事実）

【
単
元
を
貫
く
課
題
】

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
全
員
が
納
得
で
き
る
結
論
に
辿
り
付
く
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
に
話
し
合
え
ば
よ
い
だ
ろ
う
。

「話し合う」必然をもつ

話題や方向を捉えて話し合う

学んだことを実生活に生かす

指導と評価の工夫


